
背景 

異なる2種類の材料を組み合わせた際，特にその界面において、それぞれの材料を
単独で用いた場合よりも特性が向上する，或いは新しい機能が発現する 

BT/ST人工超格子薄膜 

比誘電率 εr = 33000 
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人工超格子薄膜の模式図 

巨大な比誘電率 

粒度分布が狭く、比表面積の大きな 

立方体形状ナノ粒子（ナノキューブ）が必要 

界面の繰り返し構造をチェッカーボード状にすることで 

界面積が増加し、更なる物性の向上が期待できる 

構造体作製のためのナノキューブを合成する 

チタン酸バリウム 

（BaTiO3 , BT） 
強誘電体  比誘電率 3000程度 

チタン酸ストロンチウム 

（SrTiO3 , ST） 
常誘電体  比誘電率 300程度  



明視野像 

明視野像(制限視野) 電子線回折像 

TEM観察結果 (BaTiO3) SEM観察結果 (BaTiO3) 


